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 縦長断面トカマクは高ベータ化に有利であるものの垂直方向に不安定な配位である。特

にディスラプション中には垂直移動現象（VDE）が発生し、熱負荷・電磁力により第一壁
損傷の原因となる。我々は摂動磁場コイルによる垂直位置不安定性の改善を提案した[1]。
コイル電流は直流電流で構わず、能動的な制御を必要としない。本発表では、原理実証の

ために製作中の縦長断面な小型トカマク装置について報告する。 
	
 製作にあたって工学的課題になるのが、トロイダル磁場コイルの電磁力である。コイル

には働く力は、フープ力に由来する正味の向心力、垂直磁場による転倒力に分けられる。

特に向心力は、製作装置であっても、コイル１つにつき500	
 kgf	
 程度と非常に大きい。支

持構造の設計のため、有限要素法解析による応力解析を行った。設計では、小型装置特有

のパルス的な通電による激力に耐えるため、安全率を８程度とした。巻線・支持構造一式

を試作して、強度試験を行った。試験では電磁力を模擬するために、想定される電磁力の

２倍である1000	
 kgf	
 のおもりをコイルに吊り下げた。これにより、静荷重においては十分

な安全性が確認された。同時にひずみゲージによる応力測定も行い、変形は安全な弾性領

域にあると確認できた。並行してコイル系の電源として、コンデンサバンク・フライホイ

ール誘導発電機の整備している。近日中にトロイダル磁場コイルへの通電試験を行う。 

[1] S. Hatakeyama et al., P1.046, EPS/IPCC2012, Sweden, 2012 

図 2 応力測定の様子とひずみゲージの取り付け 
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図１トロイダル磁場コイルの電磁力 
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